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文字の大きさ 
 

ジカウイルス感染症とは
ヤブカ（Aedes）属の蚊によって媒介されるジカウイルスによる感染症である。ジカウイルスは
デングウイルスと同じフラビウイルス科に属し、症状はデング熱に類似するが、それより軽
い。

疫 学

ジカウイルスは、1947年にウガンダのZika forest（ジカ森林）のアカゲザルから初め

て分離され、ヒトからは1968年にナイジェリアで行われた研究の中で分離された。ジ

カ熱は、2007年にはミクロネシア連邦のヤップ島での流行、2013年にはフランス領

ポリネシアで約1万人の感染が報告され、2014年にはチリのイースター島、2015年に

はブラジルおよびコロンビアを含む南アメリカ大陸での流行が発生した。WHOによる

と、2015年以降2016年第2週までに、中央および南アメリカ大陸、カリブ海地域では

20の国や地域（バルバドス、ボリビア、ブラジル、コロンビア、エクアドル、エルサル

バドル、フランス領ギアナ、グアドループ、グアテマラ、ガイアナ、ハイチ、ホンジュラ

ス、マルティニーク、メキシコ、パナマ、パラグアイ、プエルトリコ、セント・マーティン

島、スリナム、ベネズエラ）から症例が報告されている。日本への最初の輸入症例は

フランス領ポリネシアでの感染症例であった。

 

図：ジカウイルス感染症の症例が報告された地域

出典：US CDC. Zika virus http://www.cdc.gov/zika/

 

病原体と媒介蚊
ジカウイルスは、デングウイルスと同じフラビウイルス科フラビウイルス属のウイルスであ
る。デングウイルスのように４つの血清型があるわけではなく、単一血清型である。媒介蚊は
ヤブカ（Aedes）属のAe. aegypti（ネッタイシマカ）、 Ae. Africanus、 Ae. hensilli、Ae.
polynesiensis、Ae. albopictus（ヒトスジシマカ）が媒介蚊として確認されている。ヤップ島での
流行ではAe. hensilliが、フランス領ポリネシアでの流行では Ae. polynesiensisとAe. aegyptiが
それぞれ媒介蚊と考えられている。日本に生息するヒトスジシマカ（Ae. Albopictus）も媒介可
能である。

  衛生昆虫写真館（昆虫医科学部）へ→

臨床症状・徴候
潜伏期間は3~12日である。不顕性感染率は約80%とされている。過去の流行では詳細な症状
の解析が少ない。2007年のミクロネシア連邦（ヤップ島）の流行では、発熱（38.5℃を超える高
熱は比較的稀）、斑状丘疹性発疹、関節痛・関節炎、結膜充血が半数以上の症例に認めら
れ、筋肉痛・頭痛（45%）、後眼窩痛（39%）というものであった。その他にめまい、下痢、腹痛、
嘔吐、便秘、食欲不振などをきたす場合もある。しかし、ポリネシア連邦やブラジルの流行で
は、ギラン・バレー症候群や神経症状を認める症例が報告され、ブラジルでは妊婦がジカウ
イルスに感染することで胎児が感染し、小頭症児が多発している。胎児が小頭症と確認され
た妊婦の羊水からジカウイルスRNAが検出され、小頭症で死亡した新生児の脳の病理組織
からもウイルスが検出されている。ジカ熱そのもので健康な成人が死に至ることは稀である
が、基礎疾患があり免疫力が低下している場合は死に至ることもある。
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デング熱と比べて軽症である。通常は４～７日間症状が持続する。実験室診断はPCRによる
ジカウイルス遺伝子（RNA）検出、IgM抗体検査やペア血清による中和抗体検査など、血清学
的診断を行う。臨床的にはデング熱、チクングニア熱と症状が類似しているため実験室診断
が必須であるが、デングウイルスとは近縁であり血清学的には交差反応が認められる。黄熱
ウイルス、日本脳炎ウイルス、マレーバレー脳炎ウイルスなどのその他のフラビウイルスとの
交差反応もあるので診断には抗体価の比較が必要である。

治療・予防
痛みや発熱に対して解熱鎮痛剤を投与する程度にとどまることがほとんどである。脱水症状
が強い場合は輸液も実施する。予防に関しては、日中に蚊（ヤブカ）に刺されない工夫が重要
である。具体的には、長袖服・長ズボンの着用、昆虫忌避剤（DEETを含むものが効果が高
い）の使用などである。また、妊婦あるいは妊娠の可能性のある女性はジカ熱流行地への渡
航を避けることが望ましい。

感染症法における取り扱い
ジカウイルス感染症は、2016年2月5日に感染症法上の4類感染症に指定され、ジカウイルス
病と先天性ジカウイルス感染症に病型分類されている。
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